
北九州市環境科学研究所報

第  40  号
（平成24年度）

北九州市環境科学研究所





はじめに

　本市の基本構想・基本計画である「元気発進！北九州」プランでは、まちづくりの目標に「人
と文化を育み、世界につながる、環境と技術のまち」を掲げています。この目標を具現化する
分野別施策では、Ⅱきずなを結ぶ～健康で安全・安心な暮らしの実現やⅥ環境を未来に引継
ぐ～市民・企業・行政が共につくる「世界の環境首都」など、快適で安全な生活環境の確保に
努めることが、今後の本市のまちづくりの方向性の一つと位置づけられています。
　こうした状況の下、研究所の役割として、市民の安全・安心を守り、地域の快適な環境づ
くりを進めて行くために必要な科学的データの提供などを目的に、調査研究、試験検査、研
修指導、情報の収集・提供に資することが求められています。
　環境科学研究所は、これらの求められている役割を着実にこなすべく、日々努力している
ところです。
　具体的に見ると、環境部門では平成21年度より大気中微小粒子状物質（PM2.5）の調査研
究に取組んできましたが、平成21年９月に環境基準が設定されたことを受け、平成23年度よ
り実試料の成分分析を開始しました。今後、データを蓄積して発生源対策等に役立てたい
と考えています。このほか、洞海湾における付着動物調査や、市内環境中の化学物質分析な
ど、北九州市の環境保全のための調査研究を精力的に行っています。

　衛生化学部門では、昭和49年から継続して実施しているカネミ油症患者血液のPCB分
析について、平成23年度に導入したタンデム型ガスクロマトグラフ質量分析計（GC－MS/
MS）を用いて、209種あるPCBの同族体を精確に分別定量できる分析法を開発し、カネミ油
症の原因と言われている特定のPCBを高い精度で分析できるようになりました。
　更に、今後の本市の食品衛生行政に資するための基礎調査としての位置付けで、厚生労働
省の食品中残留農薬一日摂取量調査事業にも参加しています。

　微生物部門では、今年中国で100人を超える患者が発生し、日本への上陸が懸念される鳥
インフルエンザA（H7N9）について、５月に指定感染症と指定されたのを受け、検査体制を
整え、検査を実施しました。これまでの検査結果は、いずれもA（H7N9）は検出されません
でしたが、今後とも中国での感染の発生状況やその広がりを注視し、関係機関と連携して感
染症拡大防止に努めていきたいと考えています。

　私たちは市民の安全と安心を守る快適で健康な生活の実現を目指し、これからも基礎的
行政機関として調査･研究に努力してまいりたいと思います。
　なお、小誌は、平成24年度の当所の業務概要と調査研究成果をまとめたもので、皆様に広
く活用され、当所の取組みに一層のご理解、ご協力をいただければ幸いです。
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